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の Forkhead box m1b（FoxM1）と、その標的となる細胞増殖関連遺伝子の発現が抑制されることを見出した。 
以上の結果により、肝臓では臓器欠損後早期の細胞増殖に迷走神経が中心的な役割を演じている一方、膵臓
では臓器欠損後早期の細胞増殖自体が認められず、迷走神経制御の関与もないことが示された。さらに肝臓に
おいて、迷走神経シグナルが臓器欠損後早期に、肝細胞で FoxM1の発現誘導を介して細胞増殖を開始させる
可能性が示された。 
